
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和５年度　学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価） 進捗状況と見通し

達成度
（評価） 実施結果 評価 意見や提言

○全職員による課題の共通理解と共通実
践
　（わかる授業に向けた授業改善）

〇児童アンケ－ト「勉強はわかった」で、A評価で５５%以上、A・B
評価で９５%以上

・校内研修等において，学力調査結果を生かした授業改善の
取組を共通理解し，校内研究と関連させながら共通実践を行
う。

・ ・
学力向上コー
ディネーター

○自分の考えを書く活動と伝える活動の
充実
　　(自分の考えの可視化)

○児童アンケ－ト「書くこと や 伝えることは 上手に
なっていると思いますか。」の質問に対して、A評価を
６０％以上、A・B　評価で９５%以上

・児童が主体的に学習に取り組めるように，算数科ノートパワーアッ
プ作戦による自己評価をもとにノート指導を工夫する。
・ICT等を活用して、自分の考えを表現する場を設定する。
・理由や根拠(条件)を意識して、「読む・書く・話す」ことができるような
学習活動の工夫を行う。
・全校スピーチの実施により，高学年の伝える力を高めるとともに低
中学年の聞く力を高める。

学力向上コー
ディネーター
研究主任

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理観
や正義感、感動する心など、豊かな心を
身に付ける教育活動

〇児童アンケート「友だちを大事にして、仲良く過ごすこと
ができましたか。」の質問に対して、A評価を80％以上、A・B
評価で90％以上

・子ども同士のかかわりを深める活動の工夫
・自己有用感を高める「出番・役割・承認」の工夫
・たてわり活動の充実 特活部

●いじめの早期発見、早期対応体制の充
実

〇教師アンケート、「道徳の授業の充実」でA・B　評価90％以上
〇児童アンケート「友だちを大事にして、仲良く過ごすことができ
ましたか。」の質問に対して、A評価を80％以上、A・B　評価で
90％以上
〇児童アンケート「何かこまったとき　担任の先生に　話します
か。」の質問に対して、A評価を50％以上、A・B　評価で80％以上

・道徳の授業の充実
・定期的な情報交換による子どもの共通理解(毎週水曜日「教育相談
連絡会」)
・SC、SSWと情報共有を行い、連携を図る
・Q‐U実施と職員研修等での分析

・ ・

教育相談担当
人権・同和教
育担当
道徳教育推進
教員

◎児童生徒が夢や目標を持ち、その実現
に向けて意欲的に取り組もうとするための
教育活動
(志を高める教育)

◎「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な回答
をした児童（小学６年生）でA・B　評価を80％以上
●「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」と
回答した児童（小学6年生）ででA・B　評価を80％以上

・集団の中で役立つ喜びや自分への自信をはぐくみ、未来へ
の具体的な夢や目標がもてる活動の工夫
・総合的な学習の授業でのキャリア教育の取組
・児童の頑張りを認め励ます為に交換ノートの実施

・ ・ ・

6年担任

●健康・体つくり

●「安全に関する資質・能力の育成」 ●児童の交通事故を０（ゼロ）にする
〇児童アンケ－ト「手洗いをきちんとできた」で、A評
価80％以上、、A・B　評価で90%以上
〇児童アンケート「地震や火事、大雨などの災害に備
え、命を守るための行動を知っている。」でA、B評価
９０％以上

・交通教室の実施、学級活動・道徳の授業の工夫
・「手洗いタイム」等の感染症対策とマスクの着用について視覚
化、声かけ、臨場指導の徹底

・様々な想定の避難訓練及び各教科等での指導を通して命を
守る行動について考える機会を年２回以上設定する。

・ ・

保健体育部
道徳教育推進
教員
生徒指導部

●業務改善・教職員の働
き方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上
限を遵守する。 (月45時間、年間360時間以内)

・定時退勤日の設定と徹底（定時退勤　遵守１００％）
・定時退勤日順守のため勤務後会議の原則禁止
・会議資料の事前配布と提案時間の設定
・校務シェア掲示板による連絡事項伝達時間の短縮

・ ・ ・

管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価） 進捗状況と見通し

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○教員の専門性と意識の向上 ○教員アンケ－ト「特別支援に関する専門性が向上し
た」で   A・B　評価を90％以上

・特別支援推進部会で連携し、個に応じた支援体制づくりを目指す
・UD教育の視点での教室環境づくりと授業づくりの工夫
・保護者や関係機関、専門家との連携を強化し、専門家による研修
会を年に３回実施する

・ ・ ・

特別支援学級
担任

〇地域との連携の充実
○地域学校協働活動の充実 ○教員アンケ－ト「地域と連携した学習」で、A・B　評

価を90％以上
・地域の「ひと・もの・こと」を生かした学校行事および学習の実施
・地域行事への児童の参加推奨

教頭
教務主任

○家庭との連携の充実

〇家庭におけるオンラインゲ－ム・SNS等
に関する「管理・確認・話し合い」の強化

〇児童アンケ－ト「テレビやゲーム、インターネットの
やくそくを作り、守っている。」でA、B評価を80％以上

・オンラインゲ－ム・SNS等の指導の工夫
・学校だより、学級だより等による家庭へのSNS等に関する「管
理・確認・話し合い」の啓発
・情報モラル教室(全校児童・保護者)を行うことによる、よりよ
い情報活用について考える機会の設定

・ ・

生徒指導部

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名   武雄市立西川登小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組

具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・
・
・

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者
重点取組

具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・全職員が研究授業を行い、学力向上への進捗状況を示すことで意識が高まり、授業力の向上を図ることができた。次年度は、課題を共有化し、校内研究を中心に系統的、継続的、反復的に行うことができるよう方法を工夫し、学力向上とともに職員全体の資質向上につながるようにしていきたい。

・「凡事徹底」を合言葉に、くつそろえ、あいさつなど共通した取組を行ってきた。次年度も継続して「月のこころ」や教育相談を実施し、いじめ等の未然防止に向け、子どもの小さなサインも見逃さない、アンテナ、意識づくりを図っていきたい。

・開かれた学校づくりの推進に向けて、家庭・地域と連携・協力し、子どもの出番・役割・承認の場を数多く設定し、学校・家庭・地域で「心も体も『元気』な子ども」を育成したい。

２　学校教育目標  　　ただしく・やさしく・たくましく　のびゆく西っ子　　    ～３つの笑顔で～

３　本年度の重点目標

1 　子どもの安心・安全が保障される学校　～「命」が最優先～

　　(1) 違いを認め合い，互いに高め合う仲間づくり・学級づくり　　(2)安全教育の充実と安全な環境づくり　　(3)健康・ 体力づくりの充実

2 　個性に寄り添い、きめ細やかな指導を工夫する学校～　一人ひとりを大切に　～

　　(1) 特別支援教育の充実　　(2) 個に応じた授業の充実　(3) ＩＣＴ利活用教育の充実

3　 地域と共にあり、「主体的・対話的で深い学び」を実現する学校～授業力アップ～

　　(1) 地域学校協働活動の充実　　（2）「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善　　（3）校内研究・職員研修の充実


